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会  議  要  旨 

会議の名称 令和６年度 第１回川越市公民館運営審議会 

開催日時  令和６年５月９日（木） 午後２時００分～午後４時１０分 

開催場所  中央公民館 軽体育室 

議   長 （会 長） 向坂晶芳 

出 席 者 （副会長） 長峰す美子 

（委員）  

井芳史 梅田美鈴 大西麗衣子 岡田すぎ子 奥山由美子 

大野晃 金子泉 川村公平 小西新一 小峰肇  

髙野明夫 野村桂子 平井正一 水村富美子 水口博之  

矢部竹雄 山口宰 山野敏子 吉岡一美 米原民子 

以上２２名（会長・副会長含め） 

欠 席 者 （委員）大澤三郎 １名 

傍 聴 人 ０名 

事務局職員 

職・氏 名 

中央公民館長 中央公民館副館長 中央公民館副主幹 中央公民館主

査 南公民館長 北公民館長 芳野公民館長 古谷公民館長 南古谷

公民館長 高階公民館長 高階南公民館長 福原公民館長 山田公民

館長 大東公民館長代理 大東南公民館長 霞ヶ関公民館長 霞ヶ関

西公民館長 霞ヶ関北公民館長 伊勢原公民館長 川鶴公民館長 名

細公民館長代理 山田公民館長 以上２１名 

（書記）中央公民館副主幹 

会 議 次 第 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 委員・職員紹介  

４ 議題 

（１）会長・副会長の選任について（協議） 

（２）公民館の事業計画について（協議） 

（３）その他 

５ 閉会 

 

配 布 資 料 １ 第１回川越市公民館運営審議会次第 

２ 川越市公民館運営審議会委員名簿 

３ 令和６年度公民館職員名簿 

４ 令和６年度川越市公民館運営審議会のスケジュールについて 

５ 令和６年度川越市公民館事業計画（事前配布） 
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 議 事 の 経 過 
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１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 委員・職員紹介 

  出席委員による自己紹介。 

  中央公民館長以下、各館長による自己紹介。   

 

３ 議題 

（１）会長・副会長の選任について（協議） 

委員の互選により、会長に向坂委員、副会長に長峰委員を選出。 

 

（２）公民館の事業計画について（報告） 

令和６年度川越市公民館事業計画について、資料順に各公民館長か

ら説明。 

 

 公民館事業において、学校、地域が一体となった事業がある。コミ

ュニティスクールや地域での居場所づくりなど。霞西公の事業では、

空き部屋を有効活用するとのことだが、ボランティアなどの指導者は

ついているか。 

  

あくまでも自主的な勉強のための開放事業なので、ボランティアや

先生がつくものではない。 

 

 中央公民館の子育て世代のマネープランや税講座は、実際にテレビ

等を見て実践できる人は少ないと思うので良い講座だと思うが、どの

ような経緯で実施するのか。 

 

 去年実施した高校生を対象とした金融講座を整理し、対象者を変え

た。消費費者教育は国の指針でも重要だと叫ばれている経緯がある。

税講座も税制が頻繁に改正され、税制を理解してもらうことや不安を

解消してもらうために実施していきたい。 

 

 税制は複雑の上、市民の負担が増えることも多いので長く続けてほ

しいと考える。 
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 意見として、遺品整理をテーマとした講座は喜ばれると思う。 

 

 令和６年度川越市公民館事業計画を審議するのは良いが、令和５年

度の事業状況がないと比較できない。また、地域会議がある公民館と

ない公民館の違いは。 

 

 今回は令和６年度川越市公民館事業計画を審議していただくものだ

が、事業計画に対し各委員からご意見をいただく趣旨となっている。 

また、事業計画上の地域会議については、地域の事務支援を行う市

民センター併設公民館と単独公民館では、関わり方が同じではないた

め、記載されていない単独公民館もある。 

  

地域会議は市民部が主体となる会議である。地域会議については、

歴史的経緯があり、本庁管内と市民センター管内では構成が異なり、

各公民館との関りが異なっているのが実情である。 

 

（３）その他 

公民館運営審議会の進め方、スケジュールについて提案。 

今期の審議会の進め方、スケジュールについて事務局から説明。 

             

 スケジュール（案）のとおり進め、次回は１０月上旬でよろしいか。 

 賛成多数で承認される。 

 

５ 閉会 

 

 


